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第
二
条

警
察
署
長
は
、
前
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
一
般

競
争
入
札
等
に
付
そ
う
と
す
る
と
き
は
、
一
般
競
争
入

札
等
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
少
な
く
と
も
五
日
前

ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

一
般
競
争
入
札
等
に
付
そ
う
と
す
る
物
件
の
名
称

又
は
種
類
、
形
状
及
び
数
量

二

一
般
競
争
入
札
又
は
競
り
売
り
の
別

三

一
般
競
争
入
札
等
の
日
時
及
び
場
所

四

買
受
代
金
の
納
付
の
方
法
及
び
期
限

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
当
該
警
察
署
の
掲
示
場
に
掲
示
し
、
又
は
こ
れ

ら
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
警
察
署
に
備
え
付

け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
。

３

警
察
署
長
は
、
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

り
随
意
契
約
に
よ
ろ
う
と
す
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
二

以
上
の
者
か
ら
見
積
書
を
徴
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条

法
第
九
条
第
二
項
第
一
号
（
法
第
十
三
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
政
令
で
定
め

る
物
は
、
次
に
掲
げ
る
物
と
す
る
。

一

傘

二

衣
服

三

ハ
ン
カ
チ
、
マ
フ
ラ
ー
、
ネ
ク
タ
イ
、
ベ
ル
ト
そ

の
他
衣
服
と
共
に
身
に
着
け
る
繊
維
製
品
又
は
皮
革

製
品

四

履
物

五

自
転
車

２

法
第
九
条
第
二
項
第
二
号
（
法
第
十
三
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
政
令
で
定
め
る
物

は
、
動
物
と
す
る
。

三

海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七

号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
旅
客
定
期
航

路
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
に
係
る
施
設
占
有
者
で

あ
っ
て
、
同
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も

の
四

航
空
法（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）

第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
国
際
航
空
運
送
事
業

（
本
邦
内
の
地
点
と
本
邦
外
の
地
点
と
の
間
に
路
線

を
定
め
て
一
定
の
日
時
に
よ
り
航
行
す
る
航
空
機
に

よ
り
旅
客
を
運
送
す
る
も
の
に
限
る
。）又
は
同
条
第

十
九
項
に
規
定
す
る
国
内
定
期
航
空
運
送
事
業
（
旅

客
を
運
送
す
る
も
の
に
限
る
。）の
用
に
供
す
る
施
設

に
係
る
施
設
占
有
者
で
あ
っ
て
、
同
法
第
百
条
第
一

項
の
許
可
を
受
け
た
も
の

（
提
出
を
受
け
た
物
件
の
処
分
の
方
法
）

第
四
条

法
第
十
条
（
法
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
警
察
署
長
が
提

出
を
受
け
た
物
件
の
処
分
は
、
こ
れ
を
廃
棄
し
、
又
は

こ
れ
を
引
き
渡
す
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
に
引

き
渡
す
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
動

物
で
あ
る
物
件
の
処
分
は
、
こ
れ
を
引
き
渡
す
こ
と
が

適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
に
引
き
渡
し
、
又
は
法
令
の
範

囲
内
で
同
種
の
野
生
動
物
の
生
息
地
に
お
い
て
こ
れ
を

放
つ
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
物

件
で
あ
っ
て
法
第
三
十
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
物
に
該

当
す
る
も
の
の
処
分
は
、
こ
れ
を
そ
の
所
持
の
取
締
り

に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
国
の
行
政
機
関
（
内
閣
府

設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
九

条
第
一
項
及
び
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
百
二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関
を

い
う
。）又
は
そ
の
地
方
支
分
部
局
の
長
に
引
き
渡
す
こ

と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る

物
件
で
あ
っ
て
法
第
三
十
五
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
の
処
分

は
、国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

こ
れ
を
廃
棄
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
特
例
施
設
占
有
者
の
要
件
）

第
五
条

法
第
十
七
条
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲

げ
る
者
と
す
る
。

一

鉄
道
事
業
法（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）

第
二
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
事
業
（
旅

客
の
運
送
を
行
う
も
の
に
限
る
。）の
用
に
供
す
る
施

設
（
旅
客
の
利
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
次
号
か

ら
第
四
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
施
設
占
有

者
で
あ
っ
て
、
同
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け

た
も
の

二

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三

号
）
第
三
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客

自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
に
係
る
施
設

占
有
者
で
あ
っ
て
、
同
法
第
四
条
第
一
項
の
許
可
を

受
け
た
も
の

◇
遺
失
物
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
二
〇

号
）（
警
察
庁
）

遺
失
物
法
（
平
成
一
八
年
法
律
第
七
三
号
）
の
施
行
期

日
は
、平
成
一
九
年
一
二
月
一
〇
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
遺
失
物
法
施
行
令
（
政
令
第
二
一
号
）（
警
察
庁
）

１

警
察
署
長
が
提
出
を
受
け
た
物
件
の
売
却
の
方
法
を

定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

公
告
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
遺
失
者
が
判
明
し
な

い
と
き
に
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
を
定
め
る
こ
と

と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

３

警
察
署
長
が
提
出
を
受
け
た
物
件
の
処
分
の
方
法
を

定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

４

交
付
を
受
け
、
又
は
自
ら
拾
得
を
し
た
物
件
に
関
す

る
事
項
を
届
け
出
た
と
き
は
警
察
署
長
に
物
件
の
提
出

を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
施
設
占
有
者
（
以
下
「
特
例

施
設
占
有
者
」
と
い
う
。）の
要
件
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
五
条
関
係
）

５

特
例
施
設
占
有
者
で
あ
っ
て
も
警
察
署
長
に
提
出
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
額
な
物
件
を
定
め
る
こ
と
と

し
た
。（
第
六
条
関
係
）

６

特
例
施
設
占
有
者
が
保
管
す
る
物
件
の
売
却
及
び
処

分
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
及
び
第
九

条
関
係
）

７

こ
の
政
令
は
、
遺
失
物
法
の
施
行
の
日
（
平
成
一
九

年
一
二
月
一
〇
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

遺
失
物
法
施
行
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
九
年
二
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
十
一
号

遺
失
物
法
施
行
令

内
閣
は
、
遺
失
物
法（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
三
号
）

第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
条
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
同
法
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
十
七
条
、第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
号
並
び
に
第
三

十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
遺
失
物
法
施
行
令
（
昭
和
三

十
三
年
政
令
第
百
七
十
二
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

（
提
出
を
受
け
た
物
件
の
売
却
の
方
法
等
）

第
一
条

遺
失
物
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
九
条
第

一
項
本
文
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
十
三

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
よ
る
警
察
署
長
が
提
出
を
受
け
た
物
件
の
売
却
は
、

一
般
競
争
入
札
又
は
競
り
売
り
（
以
下
「
一
般
競
争
入

札
等
」と
い
う
。）に
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
物
件
に
つ
い
て
は
、
随
意
契
約
に
よ
り
売
却
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

一

速
や
か
に
売
却
し
な
け
れ
ば
価
値
が
著
し
く
減
少

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
物

二

一
般
競
争
入
札
等
に
付
し
た
が
買
受
け
の
申
込
み

を
す
る
者
が
な
か
っ
た
物

三

売
却
に
よ
る
代
金
の
見
込
額
が
一
万
円
を
超
え
な

い
と
認
め
ら
れ
る
物

遺
失
物
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
九
年
二
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
十
号

遺
失
物
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
遺
失
物
法（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
三
号
）

附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

遺
失
物
法
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
十
日

と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

菅

義
偉

法
務
大
臣

長
勢

甚
遠

財
務
大
臣

尾
身

幸
次

文
部
科
学
大
臣

伊
吹

文
明

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

™
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五

百
貨
店
、
遊
園
地
そ
の
他
の
不
特
定
か
つ
多
数
の

者
が
利
用
す
る
施
設
に
係
る
施
設
占
有
者
で
あ
っ

て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
国

家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の

施
設
（
移
動
施
設
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
施
設
占
有
者

の
主
た
る
事
務
所
）
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府

県
公
安
委
員
会
（
当
該
所
在
地
が
道
の
区
域
（
道
警

察
本
部
の
所
在
地
を
包
括
す
る
方
面
の
区
域
を
除

く
。）に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、方
面
公
安
委
員
会
）

が
指
定
し
た
も
の

イ

法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
を
受

け
、
又
は
自
ら
拾
得
を
す
る
物
件
の
数
が
前
各
号

に
掲
げ
る
者
に
準
じ
て
多
数
に
上
る
と
認
め
ら
れ

る
者
で
あ
る
こ
と
。

ロ

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ

と
。

\

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破

産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
復
権
を
得
な
い
者

]

禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、又
は
刑
法（
明

治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
百
三
十
五

条
、
第
二
百
四
十
三
条
（
同
法
第
二
百
三
十
五

条
の
未
遂
罪
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
百

四
十
七
条
、
第
二
百
五
十
四
条
、
第
二
百
五
十

六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
百
六
十
一
条
に
規

定
す
る
罪
若
し
く
は
法
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し

て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ

り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た

日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

^

法
人
で
そ
の
役
員（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、

取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を

い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称

を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対

し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役

又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配

力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。）

の
う
ち
に
\
又
は
]
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も

の

ハ

法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
を
受

け
、
又
は
自
ら
拾
得
を
す
る
物
件
を
適
切
に
保
管

す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
人
員
を
有
す
る
者

で
あ
る
こ
と
。

（
高
額
な
物
件
）

第
六
条

法
第
十
七
条
の
政
令
で
定
め
る
高
額
な
物
件

は
、
次
に
掲
げ
る
物
件
と
す
る
。

一

十
万
円
以
上
の
現
金

二

額
面
金
額
又
は
そ
の
合
計
額
が
十
万
円
以
上
の
有

価
証
券

三

貴
金
属
、
宝
石
そ
の
他
の
物
で
あ
っ
て
そ
の
価
額

又
は
そ
の
合
計
額
が
十
万
円
以
上
で
あ
る
と
明
ら
か

に
認
め
ら
れ
る
も
の

（
特
例
施
設
占
有
者
が
保
管
す
る
物
件
の
売
却
の
方

法
）

第
七
条

法
第
二
十
条
第
一
項
本
文
又
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
特
例
施
設
占
有
者
が
保
管
す
る
物
件
の
売
却

は
、
一
般
競
争
入
札
等
に
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
物
件
に
つ
い
て
は
、
随
意
契
約
に
よ
り
売

却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

速
や
か
に
売
却
し
な
け
れ
ば
価
値
が
著
し
く
減
少

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
物

二

一
般
競
争
入
札
等
に
付
し
た
が
買
受
け
の
申
込
み

を
す
る
者
が
な
か
っ
た
物

三

売
却
に
よ
る
代
金
の
見
込
額
が
一
万
円
を
超
え
な

い
と
認
め
ら
れ
る
物

第
八
条

特
例
施
設
占
有
者
は
、
前
条
本
文
の
規
定
に
よ

り
一
般
競
争
入
札
等
に
付
そ
う
と
す
る
と
き
は
、
一
般

競
争
入
札
等
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
少
な
く
と
も

五
日
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

一
般
競
争
入
札
等
に
付
そ
う
と
す
る
物
件
の
名
称

又
は
種
類
、
形
状
及
び
数
量

二

一
般
競
争
入
札
又
は
競
り
売
り
の
別

三

一
般
競
争
入
札
等
の
日
時
及
び
場
所

四

買
受
代
金
の
納
付
の
方
法
及
び
期
限

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
当
該
特
例
施
設
占
有
者
の
管
理
す
る
公
衆
の
見

や
す
い
場
所
に
掲
示
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
事
項
を
記
載

し
た
書
面
を
そ
の
管
理
す
る
場
所
に
備
え
付
け
、か
つ
、

こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
行
う
。

３

特
例
施
設
占
有
者
は
、
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
り
随
意
契
約
に
よ
ろ
う
と
す
る
と
き
は
、
な
る

べ
く
二
以
上
の
者
か
ら
見
積
書
を
徴
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
特
例
施
設
占
有
者
が
保
管
す
る
物
件
の
処
分
の
方

法
）

第
九
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
施

設
占
有
者
が
保
管
す
る
物
件
の
処
分
は
、
こ
れ
を
廃
棄

し
、
又
は
こ
れ
を
引
き
渡
す
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ

る
者
に
引
き
渡
す
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
動
物
で
あ
る
物
件
の
処
分
は
、
こ
れ
を
引
き
渡

す
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
に
引
き
渡
し
、
又
は

法
令
の
範
囲
内
で
同
種
の
野
生
動
物
の
生
息
地
に
お
い

て
こ
れ
を
放
つ
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
物

件
で
あ
っ
て
法
第
三
十
五
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で

に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
の
処
分

は
、国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

こ
れ
を
廃
棄
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
所
持
を
禁
じ
ら
れ
た
物
件
の
う
ち
所
有
権
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
）

第
十
条

法
第
三
十
五
条
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
物

は
、
次
に
掲
げ
る
物
と
す
る
。

一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法

律
第
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二

号
に
規
定
す
る
銃
砲
（
空
気
け
ん
銃
を
除
く
。）又
は

同
項
第
六
号
に
規
定
す
る
刀
剣
類

二

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
十
四
条
に
規
定
す

る
美
術
品
若
し
く
は
骨
と
う
品
と
し
て
価
値
の
あ
る

火
縄
式
銃
砲
等
の
古
式
銃
砲
又
は
美
術
品
と
し
て
価

値
の
あ
る
刀
剣
類

（
権
限
の
委
任
）

第
十
一
条

法
の
規
定
に
よ
り
道
公
安
委
員
会
の
権
限
に

属
す
る
事
務
は
、
道
警
察
本
部
の
所
在
地
を
包
括
す
る

方
面
を
除
く
方
面
に
つ
い
て
は
、
当
該
方
面
公
安
委
員

会
が
行
う
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年

十
二
月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

法
に
よ
る
改
正
前
の
遺
失
物
法
（
明
治
三
十
二

年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
二
条
ノ
二
（
同
法
第
十
一
条

第
二
項
、
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
廃
棄
し
た
物
件
に
関

す
る
改
正
前
の
遺
失
物
法
施
行
令
第
七
条
（
同
令
第
十

九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る

書
類
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
条
の
五
第
一
項
第
二
号
中「
遺
失
物
法（
明

治
三
十
二
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
一
条
」
を
「
遺
失

物
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
四
条
第
一

項
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
関
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
二
号
中
「
遺
失
物
法
（
明
治
三
十
二

年
法
律
第
八
十
七
号
）」を
「
遺
失
物
法
（
平
成
十
八
年

法
律
第
七
十
三
号
）」に
改
め
る
。

（
警
察
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

警
察
庁
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
八

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
十
一
号
中
「
遺
失
物
法
（
明
治
三
十
二

年
法
律
第
八
十
七
号
）」を
「
遺
失
物
法
（
平
成
十
八
年

法
律
第
七
十
三
号
）」に
改
め
る
。

内
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